
9月定例会では
4会派が
大綱質疑を
行いました。

 Check!

火
葬
場
の
修
繕
に
つ
い
て
現
状
を
伺
う
。

供
用
開
始
か
ら
14
年
が
経
過
し
、老
朽
化

への
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

Q

令
和
4
年
度
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
（
三
条
市
一
般

会
計
及
び
各
特
別
会
計
）

認
定

第
1
号

令
和
4
年
度
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
（
三
条
市
公
営

企
業
会
計
）

三
条
市
印
鑑
条
例
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
第

1
号

市
民
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
と
な
る

の
か
伺
う
。

電
子
証
明
書
を
搭
載
し
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
印
鑑
登
録
証
明
書
等
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
市
独
自
で
は

対
応
で
き
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に
な
る
。

改
正
の
背
景
は
何
か
。
ま
た
、
改
正
条

文
の
中
で
、
新
し
い
規
定
に
適
合
し
な

い
も
の
に
つ
い
て
の
規
定
が
不
明
瞭
な
理
由

は
何
か
。

燃
料
電
池
発
電
設
備
や
蓄
電
池
設
備
な

ど
の
多
様
化
と
大
容
量
化
に
対
応
す
る

た
め
、
省
令
が
改
正
さ
れ
た
。
ま
た
、
固
体

燃
料
を
用
い
た
業
務
用
の
厨
房
設
備
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
基
準
が
な
か
っ
た
た
め
、
新

た
に
基
準
が
設
け
ら
れ
た
。

　

蓄
電
池
設
備
な
ど
、
新
基
準
の
製
品
が
市

場
に
普
及
す
る
ま
で
一
定
の
期
間
を
要
す
る

た
め
、
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
た
も
の
。

Q

Q

三
条
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
第

2
号

改
正
に
伴
い
対
象
と
な
る
設
備
等
に
つ

Q

令
和
5
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
第

4
号

令
和
5
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
第

8
号

地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
を
活
用
す
る

外
部
人
材
の
登
用
に
つ
い
て
伺
う
。

専
門
的
知
見
の
必
要
性
が
生
じ
た
際
に

外
部
人
材
の
登
用
を
検
討
。
10
月
か
ら

K
D
D
I
よ
り
派
遣
さ
れ
る
。

Q

令
和
6
年
度
以
降
の
包
括
的
維
持
管
理

業
務
に
つ
い
て
伺
う
。

嵐
北
・
大
島
地
区
、嵐
南
地
区
、栄
地
区
、

下
田
地
区
の
4
地
区
に
分
け
て
委
託
。緊

急
対
応
は
、市
職
員
で
行
う
。

Q

県
が
起
債
許
可
団
体
に
移
行
し
た
影
響

Q

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
50
億
円
を
超
え

る
寄
附
の
影
響
を
伺
う
。

財
政
調
整
基
金
残
高
の
増
加
と
な
っ
た

が
、活
用
す
る
こ
と
で
経
常
収
支
比
率
の

悪
化
に
も
つ
な
が
る
。

Q

第
7
款
商
工
費
の
金
融
対
策
事
業
費
、補

正
額
1
億
5
3
0
7
万
8
0
0
0
円
に

つ
い
て
、市
制
度
融
資
の
活
用
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
に
伴
い
、預
託
金
等
を
増
額
す
る
も
の

だ
が
、増
加
の
要
因
は
運
転
資
金
の
た
め
な
の

か
、設
備
投
資
の
た
め
な
の
か
。市
内
中
小
企

業
等
の
ど
の
よ
う
な
動
向
に
伴
う
も
の
な
の

か
。

　

ま
た
、ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
償
還
の
本
格
化
、

感
染
症
や
物
価
高
騰
の
影
響
が
あ
る
中
で
、地

域
経
済
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
の
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
設
備
投
資
に
積
極
的
な
企

業
は
ま
だ
多
く
は
な
く
、ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資

の
返
済
な
ど
を
進
め
な
が
ら
手
元
に
資
金
を
確

保
し
て
お
く
た
め
に
、金
利
な
ど
が
有
利
な
市
制

度
融
資
を
利
用
す
る
事
例
が
増
加
し
て
い
る
も

の
と
捉
え
て
い
る
。

　
地
域
経
済
の
状
況
に
つ
い
て
は
、感
染
症
禍
の

反
動
か
ら
外
食
や
旅
行
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
消

費
に
消
費
活
動
が
シ
フ
ト
し
た
結
果
、耐
久
消
費

財
に
対
す
る
需
要
が
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、

当
地
の
製
造
業
の
業
況
判
断
D
I
の
数
値
な

ど
で
も
先
行
き
の
不
透
明
感
が
増
し
て
い
る
。

Q

利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
今
ま
で
の
独
自
利
用
の
全

て
を
移
行
す
る
の
か
。

利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
を
利
用
す

る
事
務
に
移
行
す
る
の
は
コ
ン
ビ
ニ
交

付
に
係
る
証
明
書
等
の
交
付
事
務
及
び
申
請
書

等
の
作
成
事
務
の
み
。
投
票
所
の
投
票
受
け
付

け
事
務
や
図
書
館
の
利
用
カ
ー
ド
、
市
職
員
の

出
退
勤
管
理
事
務
な
ど
は
引
き
続
き
市
独
自
の

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
対
応
す
る
。

Q

い
て
伺
う
。

既
に
設
置
し
て
あ
る
設
備
等
に
は
適
用

さ
れ
な
い
。

三
条
市
に
お
け
る
渇
水
の
被
害
面
積
を

伺
う
。

関
係
機
関
等
へ
の
聞
き
取
り
で
、8
月
24

日
現
在
、水
稲
の
枯
れ
上
が
り
10
ヘ
ク
タ
ー

ル
、大
豆
の
さ
や
付
き
不
良
2
8
0
ヘ
ク
タ
ー

ル
、梨
の
肥
大
不
良
や
日
焼
け
11
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

合
計
で
3
0
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

Q

な
ぜ
迅
速
な
支
援
と
な
ら
な
か
っ
た
の

か
伺
う
。

農
業
関
係
団
体
へ
の
聞
き
取
り
や
現
地
調

査
に
よ
り
、渇
水
の
状
況
が
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
切
迫
し
て
い
な
い
と
判
断
し
、独
自
の
支

援
は
行
わ
な
か
っ
た
。

Q

猛
暑
に
よ
る
品
質
低
下
、物
価
高
騰
に
よ

り
苦
し
ん
で
い
る
農
家
へ
の
追
加
の
補
助

に
つ
い
て
伺
う
。

肥
料
コ
ス
ト
上
昇
分
を
支
援
す
る
肥
料
価

格
高
騰
対
策
支
援
へ
の
上
乗
せ
、今
回
の

干
ば
つ
被
害
対
策
へ
の
支
援
を
計
上
し
て
お
り
、

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

Q

令
和
4
年
度
末
基
金
残
高
の
合
計
は
約

1
7
6
億
1
1
0
0
万
円
。そ
の
う
ち
介

護
給
付
費
準
備
基
金
は
約
22
億
6
6
0
0
万

円
も
あ
る
。こ
れ
は
第
1
号
被
保
険
者
の
介
護

保
険
料
1
年
分
を
上
回
る
金
額
だ
。基
金
の
在

り
方
と
し
て
ど
う
か
。

令
和
11
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
事
業
計

画
期
間
の
保
険
料
の
上
昇
抑
制
や
必
要

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
有
効
に
活
用
し
た
い
。

第
2
款
総
務
費
、ふ
る
さ
と
三
条
応

援
寄
附
金
推
進
事
業
費
に
つ
い
て
、約

50
億
4
0
0
0
万
円
の
寄
附
が
あ
っ
た
が
、返

礼
品
に
係
る
経
費
、ウ
ェ
ブ
上
の
宣
伝
費
や
市

民
が
他
自
治
体
に
寄
附
し
て
減
じ
た
住
民
税

等
も
あ
る
。最
終
的
に
市
の
収
入
は
い
く
ら
で

あ
っ
た
の
か
。

寄
附
金
は
50
億
4
2
4
3
万
7
5
0
0

円
と
な
っ
て
お
り
、返
礼
品
の
購
入
や

運
搬
料
、宣
伝
費
等
を
合
わ
せ
た
費
用
は

22
億
4
2
8
7
万
6
0
0
0
円
。ま
た
、昨

QQ

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
、来
年
3
月
開

院
予
定
の
済
生
会
新
潟
県
央
基
幹
病
院

の
建
設
に
伴
う
水
道
水
の
確
保
に
市
は
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

病
院
の
建
設
者
で
あ
る
新
潟
県
よ
り
、令

和
3
年
4
月
に
給
水
装
置
申
込
工
事
の

申
請
を
受
け
、今
年
8
月
に
水
道
水
の
供
給
を

開
始
。当
病
院
を
含
め
た
周
辺
地
域
に
は
大
崎

浄
水
場
や
企
業
団
で
作
ら
れ
た
水
道
水
が
供
給

さ
れ
て
お
り
、供
給
す
る
水
道
管
の
ル
ー
ト
も
複

数
路
線
を
確
保
。さ
ら
に
、病
院
付
近
に
は
燕
・

弥
彦
総
合
事
務
組
合
か
ら
水
道
水
を
供
給
で
き

る
連
絡
管
を
整
備
し
て
い
る
。

Q 年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
の
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
る
他
自
治
体
へ
の
寄
附
件
数
は
3
3
1
7

件
、寄
附
額
は
3
億
2
3
0
0
万
円
。こ
れ

に
よ
る
今
年
度
の
個
人
市
民
税
の
控
除
額
は

1
億
3
2
8
2
万
円
ほ
ど
に
な
り
、結
果
と
し

て
収
入
は
26
億
6
6
7
4
万
1
5
0
0
円
と

な
る
。

に
つ
い
て
伺
う
。

県
も
移
行
は
見
込
ん
で
い
た
。現
時
点
で

市
の
財
政
運
営
に
影
響
は
な
い
。

議
案
に
対
し
て
意
見
を
主
張
し
ま
す
。

TOU

RON

日
本
共
産
党

議
員
団

清
風
会

01

02

認
定
第
1
号
　
令
和
4
年
度
決
算
の

認
定
に
つ
い
て（
三
条
市
一
般
会
計
及

び
各
特
別
会
計
）

【
反
対
】

　
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
一
般
任
用
職
員
報

酬
に
つ
い
て
、
行
政
が
率
先
し
て
不
安
定
雇

用
を
進
め
る
よ
う
な
も
の
だ
。
地
域
の
雇
用

や
地
域
経
済
に
与
え
る
影
響
も
大
き
い
た
め

反
対
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て
、

「
団
塊
の
世
代
」
を
狙
い
撃
ち
に
、
令
和
4

年
10
月
1
日
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
者

の
窓
口
負
担
を
2
割
負
担
と
す
る
こ
と
が
強

行
さ
れ
た
。
自
治
体
が
徴
収
し
た
保
険
料
を

県
の
広
域
連
合
に
納
め
る
だ
け
の
会
計
で
自

治
体
の
裁
量
が
働
く
余
地
は
な
い
が
、
経
済

的
な
負
担
感
が
強
ま
っ
て
い
る
時
こ
そ
、
公

的
責
任
で
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体

制
を
拡
充
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
75
歳
と
い

う
年
齢
で
加
入
者
を
区
分
す
る
保
険
制
度

認
定
第
1
号
　
令
和
4
年
度
決
算
の

認
定
に
つ
い
て（
三
条
市
一
般
会
計
及

び
各
特
別
会
計
）

【
賛
成
】

　

令
和
4
年
度
は
、
ふ
る
さ
と
三
条
応
援
寄

附
金
に
よ
っ
て
確
保
し
た
財
源
を
活
用
し
、

多
子
世
帯
の
保
育
料
の
軽
減
や
妊
産
婦
医

療
費
の
助
成
拡
充
な
ど
、
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
を
は
じ
め
と
す
る「
選
び
た
く
な
る
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
た
各
種
の
施
策
に
重
点

的
に
配
分
さ
れ
、
歳
入
の
確
保
と
効
率
的
な

自
体
を
廃
止
す
べ
き
と
考
え
、
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て
反
対
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
令

和
4
年
度
決
算
で
は
、
介
護
給
付
費
準
備

基
金
が
23
億
6
7
5
7
万
5
0
0
0
円
と

な
っ
た
。
第
1
号
被
保
険
者
の
年
間
保
険
料

の
総
額
を
は
る
か
に
超
え
る
額
で
、
介
護
給

付
費
準
備
基
金
の
適
正
額
と
比
べ
4
倍
近
く

も
た
め
込
ま
れ
て
い
る
。

　

特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
、
毎
年
約

3
0
0
人
。
自
宅
待
機
者
は
、
1
0
0
人

以
上
に
上
る
。
保
険
料
の
引
き
下
げ
、
特
養

ホ
ー
ム
等
の
増
設
に
こ
そ
基
金
を
使
う
べ
き

で
、た
だ
基
金
を
た
め
込
む
こ
と
に
は
反
対
。

認
定

第
2
号

45


